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１．趣旨 

日本建築学会大会の構造部門「応用力学・構造解析」に関
するセッションにおける学生・若手技術者などの優れた発表を
顕彰することで、同分野の活性化、特に若手による研究活動を
促すことを目的とする。 

2. 名称 

 名称は、「○○年度日本建築学会大会(○○)学術講演会応
用力学運営委員会若手優秀発表賞」とする。 

3. 選考対象 

 日本建築学会大会学術講演会における構造部門「応用力
学・構造解析」に関するセッションで発表を行った講演者の中
で、発表梗概原稿の応募締切時点で 30 歳未満の者を選考対象
とする。ただし、過去に同賞を受賞したことがある者は対象か
ら除外する。 

4. 選考方法と選考結果の公表 

 選考は日本建築学会応用力学運営委員会傘下に組織する、
日本建築学会大会応用力学運営員会優秀発表者選考委員会が行
う。 

 セッション分野のバランスなどを考慮したうえで、選考対
象発表数の 10％程度を選考する。 

選定された者の氏名を大会終了後に応用力学運営委員会ホ
ームページ上で公表するとともに、本人に通知する。 

以上 


